
課
題 

■抜海地区 

○ゴマちゃん等既存資源や漁港既存ストックの有

効活用による孤立的小規模コミュニティ活性化 

■東浦地区 

○基幹漁業であるホタテ桁曳網漁業の更なる振興

と遊魚調整による漁業振興と、孤立的小規模な

がら健全なコミュニティの維持・発展 

ビジョン実現のための主な取組み 

稚内地域(抜海・東浦地区)マリンビジョン 
  ～日本最北端の海洋交流・物流拠点都市の形成をめざして(稚内市)～ 

■抜海地区：～利尻富士を望む自然共生の地域づくりの推進～ 
■東浦地区：～ホタテ漁業を核とした豊かな漁村定住圏の形成～ 

(平成18年3月策定) 

・対象地域：稚内市（抜海地区・東浦地区）  

・地域人口：稚内市  43,774人(平成12年) 

            抜海地区:94人、東浦地区:101人（平成12年） 

・漁港：稚内港(重要港湾)、宗谷港(地方港湾) 

抜海漁港(4)、東浦漁港(4)、恵山泊漁港(2)、富磯漁港

(2)、西稚内漁港(1)、声問漁港(1)、宗谷漁港(1) 
・漁業就業者：稚内市823人  稚内499人、宗谷324人(H15年) 

地域の目指す姿 地域マリンビジョン協議会 
 

《協議会メンバー 抜海地区》 

漁業協同組合、漁港利用部会 

町内会、観光協会 

街づくり委員会、小中学校教諭 

郵便局長、行政関係者 

 

《協議会メンバー 東浦地区》 

漁業協同組合、漁港期成会 

町内会、街づくり委員会 

小中学校教諭、行政関係者 

■ビジョンの特徴 
わが国最北端にあって、利尻礼文およびロシア・サハリン航路の窓口とともに、市民に開かれた北の交流・物流拠点

としての機能を持つ稚内港を拠点として、①市内の立地するさまざまな地域資源、②多様な沿岸漁業と水産加工業の立

地を活用しつつ、利尻礼文中継観光地を脱却した、市内各地区に経済波及をもたらすネットワーク形成による「日本最

北端の海洋交流・物流拠点都市」の形成をめざす。ビジョンの重点構想地区である抜海地区、東浦地区の将来ビジョン

の概要は以下のとおりである。 

■抜海地区（利尻富士を望む自然共生の地域づくりの推進） 

小規模孤立集落において、既存ストックを活かした、多様で足腰の強い沿岸漁業とエコツーリズム振興による抜海地

域活性化を推進する。 

①多様で足腰の強い沿岸漁業の振興（既存ストックの活用を前提とした抜海沿岸漁業の体質強化） 

②自然共生型交流観光の振興（抜海・自然共生型観光交流拠点の形成） 

  ③交流促進をテコとした浜の元気の再構築（安全・安心な生活環境の形成と浜の元気の再構築） 

■東浦地区（ホタテ漁業を核とした豊かな漁村定住圏の形成） 
小規模孤立的な集落ながら、ホタテ漁業を背景に健全な人口構成を維持する東浦地区の地域ＤＮＡの継承を前提に、

ホタテ漁業前進基地と遊魚集積ポテンシャルを活かした東浦地域活性化を推進する。 

①ホタテ漁業を核とした水産振興（ホタテ漁業生産基地機能の維持・発展と多様な沿岸漁業の振興） 

 ②ホタテと遊魚集積を活かした観光振興（ホタテを背景とした地域ＤＮＡ継承の舞台としてのイベント活性化）

 ③豊かで活力ある小規模漁村定住圏の形成（安全・安心な生活環境の形成と浜の元気の次代への継承） 

第４種 東浦漁港 ゴマちゃん（抜海漁港） ホタテ漁（東浦漁港）

 
第４種 抜海漁港 

拠点漁港 地域の資源等 【位置図】 

■拠点漁港のタイプ 

●抜海漁港(第４種) 

都市漁村交流拠点漁港＋(稚内港補完避難港) 

●東浦漁港（第４種） 

 衛生管理流通拠点(補完)漁港＋(宗谷地区避難港)

漁港の将来像 
■抜海地区 

○アサリ・ホッキガイ生息調査と既存蓄養施設活用に関する議論と実践 

○稚内漁協を中心とした地域水産物ブランド化への取り組み 

○ゴマちゃんその他地域資源を活用した自然共生型交流観光の振興         等

■東浦地区 

○ホタテ資源の持続的利用のための稚貝放流・遊魚利用調整を含めた資源管理 

○ホタテ取り扱いに関する衛生管理体制の確立 

○東浦小中学校を拠点とした浜の元気の次代への継承に関わるイベントの活性化   等

稚内市 
抜海漁港(4種) 東浦漁港(4種)

■抜海地区 

○過疎高齢化の進行と地域活力の低下 

○漁業生産に特化 

○漂砂・飛砂による生産・生活面の被害 

○ゴマちゃん観光等新たな地域振興に息吹 

■東浦地区 

○小規模ながら人口規模・構造の維持 

○ホタテ漁業生産前進基地形成（漁業特化） 

○漁場・漁港による遊魚との競合 

現状と課題 

現
状 

抜海：都市漁村交流拠点＋（稚内港補完避難港）形成

①既存蓄養施設の利活用、②自然調和型漁港の形成、③

ゴマちゃんふれあいパークゾーンの整備を通じて、自然

共生の都市漁村交流拠点漁港を形成する。 

東浦：衛生管理流通拠点(補完)＋(宗谷地区避難港)形成

①衛生管理を含めたホタテ漁業前進基地機能の向上を

図るとともに、地域おこし意識醸成イベントのための②

ホタテワーフゾーンを設定する。 

○わが国最北端のロシア・サハリンを含めた交流窓口 

○海洋交流と漁業の歴史的・文化的資源の蓄積 

【主な地域資源】 

■抜海地区：利尻礼文サロベツ国立公園、ノシャップ岬

からの沿岸線の連続、ゴマちゃん、宗谷管

内唯一の不凍港（抜海漁港）、大規模蓄養殖

施設、遊魚 

■東浦地区：宗谷丘陵、風力発電施設、ホタテ漁業集積、

小さな学校、漁業を核とした地域の元気 

地域資源(特徴) 




